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契約

９月定例会は、９月４日から２１日までの１８日間の会期で開かれ、

決算の認定、補正予算、条例改正、契約案件の議案をはじめ、人事案

件、議会議案、請願など、合わせて３６件を審議しました。

    

保健福祉センターと文化ホールの建築工事、

電気設備工事、機械設備工事、ますほの丘住

宅ファミリー棟の建築工事について、それぞ

れ契約を結びました。

来年６月までの間、保健福祉センター（社会福祉協議

会と訪問看護ステーションを含む）は、志賀消防署横

の地域交流センターに移転します。

ファミリー棟の募集は、来年 月

からを予定しています。

単身者棟は随時募集を受付してい

ます。

契約内容は８ページ
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会 計 名 歳入額 歳出額 差引残額

一 般 会 計 １３８億５７８３万円 １３５億５０７５万円 ３億 ７０８万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ２９億６２５２万円 ２９億６０３０万円 ２２２万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億３１０８万円 ３億３０６０万円 ４８万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ４億９４０３万円 ４億９４０３万円 ０円

公 共 下 水 道 事 業 ７億２３９８万円 ７億２３９８万円 ０円

地域し尿処理整備事業 ６７６４万円 ６７６４万円 ０円

介 護 保 険 ２８億２９１４万円 ２８億２４３２万円 ４８２万円

診 療 所 事 業 １億８１４０万円 １億７９１０万円 ２３０万円

ケーブルテレビ事業 ４億８１４６万円 ４億８１４６万円 ０円

企

業

会

計

水道
収益的収支（税抜） ６億６５６１万円 ５億４１２４万円 １億２４３７万円

資本的収支（税込） ８０８７万円 ３億 ４０９万円 △２億２３２２万円

病院
収益的収支（税抜） １２億４４１１万円 １２億５８４１万円 △１４３０万円

資本的収支（税込） １億４４５１万円 ２億３７９３万円 △９３４２万円

決算

一般会計と４つの特別会計で黒字決算となっています。農業集落排水事業、公共下水道事業、地域し尿

処理整備事業、ケーブルテレビ事業で差引残額が 円となっていますが、一般会計から資金を補てんし

て赤字を解消しています。また、企業会計の収益的収支では、水道事業で１億 万円の純利益を計

上し、病院事業で 万円の純損失を計上しています。

補正

予算

一般会計では、国庫補助金の内示による各事業の補正をはじめ、公共施設への防犯カメラの設置、

ブロック塀の解体撤去費の追加、志賀町野球場の復旧工事費の計上を主として所要額を補正する。

特別・企業会計についても、各種事業により所要額を補正する。

会 計 名 補 正 額 補正後の額

一 般 会 計 ４億９３４３万円 １３１億１５３６万円

特

別

・

企

業

会

計

国 民 健 康 保 険 ４９２万円 ２５億６７１５万円

後 期 高 齢 者 医 療 ４８万円 ３億４２２２万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ６６４万円 ４億９７６８万円

公 共 下 水 道 事 業 １１９万円 ８億 ９６２万円

地域し尿処理整備事業 △３６７万円 ６０８４万円

介 護 保 険 ３８３万円 ３０億２６４１万円

診 療 所 事 業 ２３０万円 １億７７４８万円

ケーブルテレビ事業 ６９２７万円 ４億６６４８万円

水道

収益的支出（税抜） ６０万円 ５億９０４５万円

資本的収入（税込） １３００万円 ９９８３万円

資本的支出（税込） △４３９万円 ４億７８１９万円

質疑は６・７ページ

質疑は７ページ
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志
賀
町
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
が
後
で

戻
っ
て
く
る
「
償
還
払
い
」
の
形
で
無
料
化

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
は
子
育
て
支
援
の
一
番
大
事
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
企
業
誘
致
、
就
業
機
会
の

拡
大
、
移
住
定
住
の
促
進
も
こ
れ
ら
と
一
体

で
あ
る
。 

子
ど
も
を
持
つ
世
帯
は
、
収
入
も
そ
う
多

く
な
い
こ
と
か
ら
生
活
が
大
変
で
苦
労
し

て
お
り
、
子
育
て
支
援
策
の
自
治
体
比
較
か

ら
住
む
市
町
を
決
め
た
と
い
う
話
も
聞
く
。

よ
っ
て
、
窓
口
無
料
化
は
必
要
で
あ
る
。 

 

窓
口
無
料
化
を
し
な
い
主
な
理
由
は
、

費
用
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
窓
口
無
料

化
を
実
施
し
た
県
内
の
全
市
町
で
医
療
費

が
大
き
く
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
窓
口
無

料
化
を
実
施
す
れ
ば
、
医
療
費
の
増
額
に

あ
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
委
託
料
が

必
要
と
な
り
、
５
０
０
０
万
円
以
上
の
費

用
が
多
く
か
か
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

本
町
で
は
、
18
歳
ま
で
医
療
費
は
無
料

だ
が
、
費
用
の
９
割
は
町
民
の
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
に
あ
た

っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

子
ど
も
の
医
療
費
を
18
歳
（
高
校
卒

業
）
ま
で
窓
口
無
料
に
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願 

 【
紹
介
議
員
】
中
谷 

松
助 

 

窓
口
無
料
化
を
す
す
め
る
動
き
が
県
内

各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
現
在
、
県
内
19
市

町
中
14
市
町
は
18
歳
ま
で
窓
口
完
全
無

料
化
し
、
３
市
町
は
５
０
０
円
で
受
診
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
志
賀
町
と
七
尾
市
だ

け
が
「
償
還
払
い
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
本
町

も
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無

料
化
に
踏
み
出
し
て
も
ら
う
よ
う
求
め
る
。 

 
こ
の
請
願
は
、
６
月
定
例
会
の
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
「
継
続
審
査
」

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
今
定
例
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
賛
成
意
見
・
反

対
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
審
議
・
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行 4



                              

                       

                               

                                

                    

                              

 

    

                       

                                

                                

                                

主
要
農
産
物
種
子
法
の
復
活
等
を
求
め

る
請
願 

 

【
紹
介
議
員
】
中
谷 

松
助 

種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
、
農
家
は
特
許
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
種
子
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
よ
って
、
廃
止
さ
れ
た
種
子
法
の

復
活
等
を
国
に
求
め
る
。 

 Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願 

【
紹
介
議
員
】
中
谷 

松
助 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
米
国
の
離
脱

を
受
け
て
残
る
11
か
国
が
新
た
に
結
ぶ
協
定

だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
悪
影
響
が
避
け
ら
れ
な

い
。
よ
っ
て
、
本
協
定
を
批
准
し
な
い
よ
う
国

に
求
め
る
。 

 

主
要
農
産
物
種
子
法
の
復
活
等
を

求
め
る
請
願
に
賛
成

種
子
法
は
、
今
後
も
国
が
責
任

を
持
っ
て
国
民
に
安
全
な
食
料
を

供
給
す
る
た
め
、
地
域
に
あ
っ
た

品
種
開
発
を
さ
せ
、
農
家
に
安
価

で
普
及
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
を
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
に
賛
成

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
史
上
最
悪
の
農
産
物

輸
入
自
由
化
協
定
で
あ
り
、
日
本

の
農
業
を
壊
し
、
食
料
の
自
給
率

を
な
お
一
層
低
下
さ
せ
食
料
主
権

を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
要
農
産
物
種
子
法
の
復
活
等
を
求
め

る
請
願
に
反
対

種
子
法
が
廃
止
さ
れ
て
も
食
品
衛
生

法
の
規
制
は
変
わ
り
な
い
。
県
な
ど
の

自
治
体
で
種
子
法
と
同
様
な
条
例
や
要

綱
が
作
ら
れ
て
お
り
、
奨
励
品
種
が
な

く
な
る
こ
と
も
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
を
批
准
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
に
反
対

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
、
公
正
で
透

明
な
経
済
ル
ー
ル
を
定
着
さ
せ
、
成
長

力
の
高
い
巨
大
市
場
を
つ
く
る
意
義
は

大
き
い
。
な
お
、
す
で
に
本
協
定
は
国

会
で
可
決
、
成
立
し
て
い
る
の
で
、
請

願
の
願
意
は
失
わ
れ
て
い
る
。
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質
疑

富
来
病
院
で
は
毎
年

損
失
を
出
し
て
い
る
が
、
地

域
の
病
院
を
守
る
た
め
の
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
面
を
考
え
て
診
療
科
を

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁

引
き
続
き
病
院
の

改
革
に
取
り
組
み
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
病
院
に
し
た
い
。

診
療
科
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
経
営
面
だ
け
で
な
く
、

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
も

考
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

質
疑

内
科
医
師
が
１
名
退

職
し
た
が
、
新
し
い
医
師
は

探
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

県
や
大
学
病
院
に

お
願
い
し
て
い
る
が
厳
し
い
。

長
く
富
来
病
院
に
い
て
く
れ

る
医
師
が
必
要
で
あ
り
、
何

と
か
確
保
し
た
い
。 

  

      

質
疑

内
科
医
師
が
減
っ
た

の
に
、
な
ぜ
費
用
が
増
え
て

い
る
の
か
。

答
弁

常
勤
医
師
が
減
っ

た
分
を
非
常
勤
の
医
師
で
ま

か
な
っ
て
い
る
。
非
常
勤
の

医
師
の
ほ
う
が
割
高
に
な
る
。

質
疑

医
師
に
よ
っ
て
診
察

の
開
始
時
間
が
違
う
と
い
う

苦
情
を
聞
く
。
ま
ず
は
接
客

か
ら
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁

今
後
注
意
し
た
い
。

質
疑

入
院
患
者
が
減
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
改
革

す
る
の
か
。

答
弁

病
床
形
態
を
見
直

し
て
、
在
宅
復
帰
や
長
期
療

養
を
目
的
と
し
た
病
床
を
充

実
さ
せ
た
い
。 

 

             

今後、財源の確保が厳しくなる中、

限られた財源を必要な事業に効果的

に投入していくことが求められてい

ます。

決算の審査では、事業が効果的・

効率的に行われているのかチェック

します。

抜本的な改革が求められる富来病院

平成２９年度決算の審査

 議会だより しか № 53 号
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質
疑

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
料
金
は
１
か
月
単
位
だ
が

日
割
り
に
で
き
な
い
か
。

答
弁

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
多
く
、
待
機

児
童
が
い
る
状
態
で
あ
る
。

日
割
り
計
算
に
す
れ
ば
利
用

者
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、

対
応
で
き
な
く
な
る
。

質
疑

出
会
い
協
働
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

答
弁

年
度
は
、料
理
教

室
と
い
う
形
で
３
回
、
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
を
２
回
実
施
し
、

参
加
者
は

人
の
う
ち
８

人
が
カ
ッ
プ
ル
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
追
跡
調
査
に
つ

い
て
は
行
っ
て
い
な
い
。 

質
疑

海
岸
漂
着
物
の
回
収

に
係
る
国
の
援
助
は
年
々
減

っ
て
い
る
の
か
。
町
と
し
て

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

県
が
管
理
す
る
海

岸
は
、
県
か
ら
委
託
さ
れ
て

清
掃
し
て
い
る
。
町
が
管
理

す
る
海
岸
は
、
国
か
ら
９
割

援
助
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

予
算
は
年
々
減
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
地
元
と
相

談
し
な
が
ら
量
が
多
い
と
こ

ろ
を
優
先
し
、
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
。

    

質
疑

入
学
祝
金
や
出
産
祝

金
に
商
品
券
を
支
給
し
て
い

る
が
、
使
え
る
店
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁

状
況
を
見
な
が
ら

検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

 

                                

      

質
疑

町
道
の
地
上
や
地
下

に
工
作
物
や
物
件
な
ど
を
設

け
、
継
続
し
て
使
用
す
る
場

合
に
は
、
道
路
の
占
用
者
か

ら
道
路
占
用
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

県
で
は
道
路
占
用
料
を
徴

収
す
る
た
め
の
条
例
を
つ
く

っ
て
い
る
。
志
賀
町
で
も
徴

収
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁

徴
収
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。 

質
疑

地
区
で
除
雪
機
を
購

入
し
た
際
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
申
請

状
況
は
。

答
弁

こ
れ
か
ら
各
地
区
に

募
集
を
か
け
る
の
で
、
ま
だ
申

請
は
な
い
。

      

午後からの診療を始めた富来病院の内科外来 

平成３０年度

補正予算の審査

補助金が交付される除雪機

議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行7



 

  
   

※議長は採決に加わりません。

番号 議案名と内容 （議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案

～

平成３０年度一般会計補正予算 ～ 平成３０年度水道事業会計補正予算･･･【３ペー

ジ参照】

可決

賛 反

本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正す

る条例･･･県と連携して本社機能の立地促進に取り組むため、所要の改正を行った。

可決

賛 反

工事請負契約の締結「ますほの丘住宅ファミリー棟建築工事」･･･本施設の建築工事

を行うにあたり、寺井建設㈱と１億 8,753万 1,200円で契約する。 
可決

賛 反

工事請負契約の締結「志賀町文化ホール等改修工事（建築工事）」･･･本施設の建築

工事を行うにあたり、池田建設工業㈱と 9,587万 7,000円で契約する。 
可決

賛 反

工事請負契約の締結「志賀町文化ホール等改修工事（電気設備工事）」･･･本施設の

電気設備工事を行うにあたり、坂室電機㈱と１億 5,500万 9,700円で契約する。 
可決

賛 反

工事請負契約の締結「志賀町文化ホール等改修工事（機械設備工事）」･･･本施設の

機械設備工事を行うにあたり、ネオ工業㈱と２億 431万 2,240円で契約する。 
可決

賛 反

認定
平成２９年度一般会計歳入歳出決算認定･･･【３ページ参照】 認定

賛 反

～
平成２９年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ～ 平成２９年度町立富来

病院事業会計決算認定･･･【３ページ参照】 
認定

賛 反

請願
子どもの医療費の窓口無料化等の実施を求める請願･･･【４ページ参照】 不採択

賛 反

主要農産物種子法の復活等を求める請願･･･【５ページ参照】 不採択

賛 反

ＴＰＰ１１（ＣＰＴＰＰ）協定を批准しないことを求める請願････【５ページ参照】 不採択

賛 反

志賀町議会議員定数の削減を求める請願･･･「少数議員数であっても、前向きに活発な議

論を戦わせる組織」として、他町同様に議員の定数削減を求める。 
継続審査

賛 反

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０１９

年度政府予算に係る意見書採択の要請についての請願･･･長時間労働是正のための教

職員定数改善を推進し、義務教育費の国庫負担割合を２分の１に復元するよう求める。 

採択

賛 反

発委 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書･･･請願６号の採択

をうけ、意見書を国に提出する。 

可決

賛 反

発議
防災・減災対策のための社会資本の維持管理・更新に必要な財政措置を求める意見

書･･･防災・減災対策のための社会資本の計画的な維持管理や更新に必要な財政措置を

講ずるよう求める意見書を国に提出する。 

可決

賛 反

賃貸住宅の税制措置を求める意見書･･･家賃及び共益費への消費税の課税は、現行ど

おり対象外とすること。また、賃貸マンションやアパートの大規模修繕積立金を課税対象外と

することを求める意見書を国に提出する。 

可決

賛 反

同意 志賀町教育委員会教育長の任命･･･志賀町教育委員会教育長として、間嶋正剛氏（福浦

港）を任命するため、議会の同意を求める。 
同意

賛 反

 
 

福
田

経
済
状
況
が
厳
し

い
家
庭
の
小
中
学
生
に
学

用
品
代
な
ど
を
補
助
す
る

就
学
援
助
制
度
の
中
に
、
１

年
生
を
対
象
に
し
た
入
学

準
備
金
が
あ
る
。

町
長

国
で
は
、
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
費
の
う
ち
、

入
学
準
備
金
に
つ
い
て
、
昨

年
度
か
ら
入
学
前
の
支
給
を

可
能
と
し
た
。

豪
雨
災
害
の
対
策
を

議会だより しか

平成２９年１１月２９日発行

議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行 8



 

                                

       
福
田

先
般
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
本
町
は
過
去
経
験
の
な

い
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
今

回
の
豪
雨
経
験
を
分
析
し
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
水
害
対

策
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
避
難

所
の
暑
さ
寒
さ
対
策
、
浸
水
の

可
能
性
が
あ
る
地
区
へ
の
土

嚢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
止

水
設
備
導
入
へ
の
補
助
事
業

な
ど
、
全
国
の
自
治
体
の
例
を

参
考
に
し
、
対
策
に
乗
り
出
す

べ
き
で
あ
る
。

町
長

避
難
所
の
暑
さ
・
寒

さ
対
策
に
つ
い
て
は
、
状
況

に
応
じ
て
、
業
務
用
の
空
調

設
備
や
状
況
に
よ
っ
て
は
発

電
機
等
を
リ
ー
ス
す
る
な
ど

し
て
対
応
し
た
い
。

地
区
へ
の
土
嚢
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

各
消
防
団
の
詰
所
に
土
嚢
袋

を
備
蓄
し
、
詰
所
や
旧
小
学

校
等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
砂
を

ス
ト
ッ
ク
し
て
対
応
し
た
い
。

止
水
設
備
導
入
へ
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
部

と
は
違
い
、
本
町
の
住
宅
の

状
況
や
敷
地
面
積
の
広
さ
な

ど
を
考
え
る
と
、
止
水
板
に

よ
る
効
果
は
低
い
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

今
後
も
他
自
治
体
の
先
進

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
有
効
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

                         
福
田

経
済
状
況
が
厳
し

い
家
庭
の
小
中
学
生
に
学

用
品
代
な
ど
を
補
助
す
る

就
学
援
助
制
度
の
中
に
、
１

年
生
を
対
象
に
し
た
入
学

準
備
金
が
あ
る
。

本
町
で
は
前
年
所
得
が

確
定
す
る
６
月
に
決
定
し
、

支
給
し
て
い
る
が
、
支
給
時

期
の
前
倒
し
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

町
長

国
で
は
、
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
費
の
う
ち
、

入
学
準
備
金
に
つ
い
て
、
昨

年
度
か
ら
入
学
前
の
支
給
を

可
能
と
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

町
で
も
準
要
保
護
世
帯
に
対

す
る
入
学
準
備
金
を
、
平
成

年
度
の
新
入
学

児
童
・

生
徒
か
ら
、
入
学
前
に
支
給

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福田 晃悦 議員

豪
雨
災
害
の
対
策
を

有
効
な
対
策
を
講
じ
た
い
町
長

議会だより

平成２９年

入学準備金の支給時期を早めよ

入学準備金はランドセルなどの購入費用として支給される 

入学前に支給する 町長

町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行9



 

      

南

先
般
の
集
中
豪
雨
や

台
風
の
際
の
避
難
に
対
す
る

情
報
伝
達
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
回
の
災
害
で
猛
威

を
振
る
っ
た
米
町
川
の
河
川

改
修
は
、
梨
谷
小
山
地
区
を
含

む
上
流
部
の
早
期
の
改
修
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
県
に
対
す
る
今
後
ま
す
ま

す
の
要
望
を
求
め
る
。 

町
長

情
報
伝
達
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

な
ど
で
発
信
し
た
。
豪
雨
に
よ

る
雨
音
で
音
声
が
か
き
消
さ

れ
、
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
対
応
を

検
討
し
た
い
。 

今
後
は
、
積
極
的
に
情
報
を

取
得
す
る
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
防
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
き
た
い
。 

米
町
川
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
県
に
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。

南

児
童
が
登
下
校
時
に

携
行
す
る
ラ
ン
ド
セ
ル
や
手

提
げ
袋
等
が
重
す
ぎ
、
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
と
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
宿
題
で
使

わ
な
い
教
科
書
等
は
、
教
室
に

置
い
て
帰
る
こ
と
を
認
め
る

よ
う
、
全
国
の
教
育
委
員
会
に

求
め
る
方
針
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

従
来
か
ら
、
家
庭

で
の
予
習
復
習
で
使
わ
な
い

教
科
書
や
副
教
材
、
学
用
品

は
学
校
に
置
い
て
お
く
な
ど
、

各
学
校
で
は
柔
軟
な
対
応
を

と
っ
て
い
る
。

今
後
も
各
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
、
工
夫
し
対
応
し
て

い
く
。

児
童
の
手
荷
物
を
減
ら
せ

米町川の河川改修を急げ

県に強く要望する 町長
南 正紀 議員

柔
軟
に
対
応
し
た
い教

育
長

そ
の
他
の
質
問
・・

南

守
田
教
育
長
に
お

い
て
は
、

月

日
に

任
期
満
了
を
迎
え
る
が
、

自
身
の
任
期
を
振
り
返
っ

て
の
所
感
は
。

教
育
長

小
泉
町
長
の
も

と
、
議
員
の
皆
様
や
町
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、
教
育
長

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

皆
様
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

豪雨により氾濫した米町川（米町不動の滝） 

 

堂
下

電
力
会
社
の
原
発
事

故
対
応
訓
練
の
評
価
結
果
が

原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
報

告
さ
れ
た
が
、
北
陸
電
力
は
最

低
評
価
の
Ｃ
で
あ
っ
た
。

圏
域
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行 10



米町川の河川改修を急げ

県に強く要望

 

 
                               

        
堂
下

国
で
は
、
複
数
の
市
町

村
で
作
る
「
圏
域
」
を
新
た
な

行
政
主
体
と
す
る
議
論
が
始

ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
、

こ
の
「
圏
域
」
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

総
務
省
で
は
、人
口
減

少
や
高
齢
化
が
深
刻
と
な
る

２
０
４
０
年
を
目
途
に
、
人
口

構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
自

治
体
行
政
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
、

圏
域
単
位
で
の
行
政
の
標
準

化
な
ど
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
る
。 

こ
こ
で
い
う
圏
域
単
位
で

の
行
政
と
は
、
市
町
村
合
併
で

は
な
く
、
連
携
や
協
力
を
基
調

と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

今
後
は
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
総
合
戦
略
に
基
づ

く
人
口
減
少
対
策
や
町
の
特

徴
を
活
か
し
た
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

 
    

堂
下

電
力
会
社
の
原
発
事

故
対
応
訓
練
の
評
価
結
果
が

原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
報

告
さ
れ
た
が
、
北
陸
電
力
は
最

低
評
価
の
Ｃ
で
あ
っ
た
。

町
と
し
て
、
こ
の
訓
練
結
果

の
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
厳
し
い
対
応
が
北
陸
電
力

に
緊
張
感
を
持
た
せ
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

訓
練
の
評
価
結
果
に

つ
い
て
は
、
北
陸
電
力
か
ら
の

報
告
で
把
握
し
て
い
る
。 

９
項
目
の
う
ち
、
Ａ
評
価
、

Ｂ
評
価
が
そ
れ
ぞ
れ
４
項
目

あ
っ
た
も
の
の
、
事
故
の
事
象

進
展
や
住
民
防
護
措
置
の
発

動
を
す
る
た
め
の
情
報
共
有

は
Ｃ
評
価
で
あ
っ
た
。 

北
陸
電
力
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
反
省
点
を
は
じ
め
、
今
回
の

訓
練
で
の
評
価
も
真
摯
に
受

け
止
め
、
安
全
意
識
に
対
す
る

企
業
風
土
を
改
め
て
見
つ
め

直
し
、
発
電
所
が
停
止
中
で
あ

っ
て
も
、
常
に
緊
張
感
、
使
命

感
、
責
任
感
を
持
ち
、
町
民
は

も
と
よ
り
、
国
民
の
信
頼
回
復

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。 

北陸電力に厳しい対応を

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

町
長

運転停止中の志賀原子力発電所 

そ
の
他
の
質
問
・・

堂
下

先
般
の
豪
雨
災
害

に
よ
る
被
害
額
は
。

町
長

９
月
７
日
ま
で
に

県
に
報
告
し
た
状
況
で
は
、

土
木
関
係
で
２
億
９
３
５
０

万
円
、
農
林
水
産
関
係
で
１

億
５
７
２
０
万
円
、
合
計
で

４
億
５
０
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
公
共
施
設

な
ど
も
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

圏
域
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

信頼回復に努めてもらいたい 町長

堂下 健一 議員

町政を問う！ 一般質問

議会だより しか № 53 号
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中
谷

通
学
路
や
不
特
定
多

数
の
通
行
が
見
込
ま
れ
る
公

道
に
面
し
て
い
る
所
で
、
危
険

と
思
わ
れ
る
個
人
住
宅
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
見
受
け
ら
れ
る
。

塀
が
崩
れ
て
通
行
人
が
ケ

ガ
を
し
た
り
、
緊
急
車
両
が
通

れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
解
体
・
整
備
に
補

助
金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

町
長

大
阪
府
北
部
地
震
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る

痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
、
本
町

で
は
、
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。 

そ
の
結
果
、
安
全
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
も
の
が
７
箇

所
あ
っ
た
。
２
箇
所
に
つ
い
て

は
解
体
し
た
が
、
残
る
５
箇
所

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。 

ま
た
、
住
宅
等
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
検
査
項

目
を
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
広
報
し
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。 

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
。 

                                

             
中谷 松助 議員

危険なブロック塀の

解体・整備に補助金を

国の動向を踏まえて

検討する 町長

そ
の
他
の
質
問
・・

中
谷

入
学
準
備
金
を
入
学
前

に
支
給
せ
よ
。

町
長

福
田
議
員
に
答
弁
し
た
と

お
り
で
あ
る
。

中
谷

洪
水
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
せ
よ
。

ま
ち
整
備
課
長

す
で
に
作
成

し
て
い
る
。

中
谷

小
中
学
校
プ
ー
ル
上
の

夏
用
日
除
け
と
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
を
設
置
せ
よ
。

町
長

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
、

整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

中
谷

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
よ
り
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
求
め
る
。

総
務
課
長

適
正
に
進
め
た
い
。

中
谷

活
断
層
の
あ
る
志
賀
原

発
は
、
即
刻
廃
炉
に
す
べ
き
。

環
境
安
全
課
長

審
査
会
合
の

状
況
を
注
視
し
て
い
る
。

緊急点検をした富来小学校のブロック塀 安全対策によりブロック塀を撤去 

議会だより しか № 53 号
平成３０年１０月２６日発行 12
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稲
岡

Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
通
信

技
術

を
活
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
官
民
問
わ
ず
進
め
ら
れ

て
い
る
。
３
月
に
政
府
は
行

政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
今
後
の
進
め
方
を
示
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
加

賀
市
で
は
電
子
自
治
体
の
推

進
や
産
業
の
創
出
等
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
方
針
を
発
表

し
た
。

各
種
申
請
の
電
子
化
に
向

け
た
本
町
の
今
後
の
展
開
は
。

町
長

本
町
に
お
け
る
行

政
手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
地
方
税
に
関
す

る
申
告
手
続
や
町
立
図
書
館

の
貸
出
予
約
で
実
施
し
て
い

る
。
国
に
お
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
観
点
か
ら
、
各
種
手
続

が
電
子
申
請
に
よ
り
利
用
で

き
る
よ
う
自
治
体
に
導
入
を

促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て
順
次
検

討
を
し
て
い
く
。

                    

稲
岡

現
在
、
志
賀
町
の
公

立
の
機
関
で
は
、
子
ど
も
が

０
歳
か
ら

歳
の
間
の
う

ち
、
３
歳
か
ら
５
歳
の
間
だ

け
が
副
食
給
食
、
つ
ま
り
主

食
で
あ
る
ご
飯
を
持
参
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

パ
ン
食
の
普
及
や
朝
食
を

と
ら
な
い
家
庭
も
増
え
て
い

る
が
、
食
育
を
推
進
す
る
意

味
で
も
、
ま
た
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
と
し
て
、
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
に
も
完
全
給
食

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
課
長

完
全
給
食
を

実
施
す
る
こ
と
で
、「
保
育

園
で
ご
飯
が
出
る
か
ら
今

日
は
朝
ご
飯
を
炊
か
な
く

て
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
朝
食
を
と
ら
な

い
園
児
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

幼
少
期
の
食
習
慣
が
そ

の
後
の
子
ど
も
の
味
覚
は

も
と
よ
り
、
性
格
や
人
格

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
年
齢

や
発
達
段
階
に
応
じ
た
望

ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
や

豊
か
な
食
体
験
の
積
み
重

ね
は
家
庭
の
関
わ
り
が
最

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

国
は
来
年

月
か
ら
、

３
歳
か
ら
５
歳
児
全
員
と

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
３

歳
未
満
児
を
対
象
に
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

を
実
施
す
る
方
針
で
、
給

食
に
つ
い
て
も
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

稲岡 健太郎 議員

保育園での完全給食の実施は

国の動向を注視したい 住民課長

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
を

順
次
検
討
を
し
て
い
く

町
長

温かく安全なご飯を！ 
 

申請書の電子化が進む 

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
。 

                                

             

危険なブロック塀の

解体・整備

国の動向を踏まえて

検討

議会だより しか № 53 号
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８
月

～

日
、
議
会
運
営
に
お
い

て
先
進
地
で
あ
る
佐
賀
県
武
雄
市
議
会
、

熊
本
県
御
船
町
議
会
、
福
岡
県
大
刀
洗
町

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

武
雄
市
で
は
、
議
場
に
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
設
置
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
方
式
に
よ
り
一
般
質
問
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
は
分
か
り
づ

ら
い
点
を
簡
単
に
確
認
・
理
解
で
き
る
た

め
有
効
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。 

御
船
町
と
大
刀
洗
町
で
は
、
一
問
一
答

方
式
と
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
が
、
我
々
も
採
用
す
べ
き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

７
月

～

日
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
良
賞
を
受
賞
し
た
埼
玉
県
小
川
町
議
会
の

視
察
と
、
全
国
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受

講
し
ま
し
た
。

小
川
町
で
は
、
表
紙
写
真
を
撮
る
と
き
は
、

「
表
情
を
撮
る
」
、
「
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
画

像
」、「
遠
慮
し
な
い
で
一
歩
前
に
出
て
撮
る
」

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。 

全
国
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
講
師

か
ら
写
真
技
術
や
編
集
技
術
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

８
月
１
～
３
日
、
原
子
力
燃
料
サ
イ
ク
ル
施

設
や
放
射
性
物
質
等
環
境
研
究
施
設
が
集
中

す
る
青
森
県
六
ケ
所
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
広
大
な
六
ヶ
所
村
で
の
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
順
調
な
運
営
が
日
本
の
原
子
力
政
策

の
成
否
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
視
察
で
は
、
使
用
済
核
燃
料
の
乾
式

貯
蔵
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
聞
で
き
な
か
っ
た
分

野
を
見
学
し
、
新
た
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

見どころの多い六ヶ所村ＰＲセンター

大型ディスプレイが設置された議場

委員会視察レポート①

委員会視察レポート②

委員会視察レポート③

表
紙
は
、
住
民
と
議
会
を
つ

な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

企
画
で
す
。
全
員
で
お
辞
儀

し
て
い
る
小
学
生
が
魅
力
的

で
、
住
民
を
笑
顔
に
し
ま
す
。 議会だより「しか」№ の表紙

講師の

コメント

原原子子力力発発電電所所対対策策特特別別委委員員会会

議議会会広広報報特特別別委委員員会会

議議会会運運営営委委員員会会
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７
月

日
、
能
登
中
核
工
業
団
地
の
加
賀
木
材
㈱
、
㈱
栗
田

製
作
所
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

  

８
月

日
、
津
幡
町
文
化
会
館

で
『
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
と
こ

れ
か
ら
の
政
局
展
望
』
と
題
し
た

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
演
は
、
安
倍
内
閣
が
進
め
る

政
策
や
そ
の
舞
台
裏
の
話
な
ど
普

段
は
聞
け
な
い
よ
う
な
内
容
で
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

中
央
政
界
や
経
済
の
情
報
を
収

集
す
る
こ
と
で
、
議
会
人
と
し
て

の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
の
政
局
の
行
方
に
も
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

不燃木材の製造過程

政局を語る政治評論家の有馬晴海氏

月４日、志賀町と姉妹町の福井県高浜町が視察に訪れました。

本町の議会改革に感心を持っているとのことで、中でもタブレッ

ト端末の導入について活発な意見交換を行いました。また、通年

議会や議会報告会のほか、外国人労働者の必要性についても質問

があり、有意義な視察となりました。

視察の際、高浜町議会から志賀町に対して豪雨災害の見舞金を

いただきました。 
 

 

見舞金を受けとる南議長

加
賀
木
材
㈱
で
は
、
高
品

質
な
不
燃
木
材
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
公
共

建
築
物
に
対
す
る
木
材
の

利
用
促
進
を
図
っ
て
お
り
、

木
材
産
業
の
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。 

㈱
栗
田
製
作
所
で
は
、
ベ

ア
リ
ン
グ
の
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ベ
ア
リ
ン
グ

は
、
回
転
す
る
軸
を
支
え
る

機
械
部
品
で
、
風
力
発
電
の

風
車
や
新
幹
線
の
車
輪
な

ど
に
使
わ
れ
、
今
後
の
需
要

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

各
種
の
企
業
で
は
、
従
業

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

改
め
て
、
人
手
不
足
に
対
す

る
対
策
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

     

ベアリングの加工過程

会
館

と
こ

し
た

め
る

ど
普

で
、

ぎ
て

を
収

し
て

に
、

目
し政局を語る政治評論家の有馬晴海氏

石石川川県県町町村村議議会会議議長長会会研研修修会会

羽羽咋咋郡郡議議長長会会研研修修会会

                                

 
         

                                

                     
      

    
 

         
 

   
 

                  

     
   

                        

契約

９

決

件

保健福祉センター

電気設備工事、機械設備工事、ますほの丘住

宅ファミリー

れ契約を

来年６月まで

会と訪問看護ステーションを含む）は、

の

議会だより しか № 53 号
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◆
結
成
の
経
緯
は

◇
当
チ
ー
ム
の
前
身
と
な
る

「
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ

ｙ
」
よ
り
チ
ー
ム
を
引
き
継

ぎ
、
金
沢
市
で
も
活
動
を
し

て
い
る
「
バ
ト
ン
チ
ー
ム
Ｔ

Ｉ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
平
成

年
よ
り
新
た

に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 ◆
メ
ン
バ
ー
、
会
員
構
成
は 

◇
町
内
の
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の

名
が
所
属
し
、
指

導
員
２
名
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

  

◆
普
段
の
活
動
は 

◇
志
賀
町
総
合
体
育
館
で
月

３
回
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま
す
。

大
会
や
出
演
前
に
は
追
加
練

習
も
あ
り
ま
す
。
年
齢
も
経

験
も
様
々
で
す
が
、
メ
ン
バ

ー
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
◆
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
は 

◇
町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
に
、
積

極
的
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
川
県
バ
ト
ン
協
会

が
主
催
す
る
大
会
に
も
出
場

し
て
い
ま
す
。 

団
体
競
技
の
大
会
で
は
年

２
回
出
場
し
、
個
人
競
技
の

大
会
で
は
出
場
し
た
３
名
の

メ
ン
バ
ー
が
、
す
べ
て
の
審

査
項
目
で
Ａ
判
定
の
評
価
を

も
ら
い
、
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

 

                                
◆
最
後
に
一
言 

◇
観
客
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
演
技
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

       

議会だより

平成３０

代長 谷内口 由佳 さん

楽しく笑顔で頑張っています。随時、新メンバー募集中です！

グループ紹介㉛ 

（火）

本会議 議案の上程

（町長が行政報告や議案説明をします。）

（火）

本会議 一般質問

（議員が町政について質問をします。）

（火）

本会議 議案の採決

（議案の可否について決定をします。）

 

１２月定例会の予定日です。本会議を傍聴してみませんか。

発
行
責
任
者

議

長

南

政
夫 
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シ ル キ ー 
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